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川内原子力発電所対策調査特別委員会記録 
 

○開催日時 

平成３１年１月２４日 午前１０時～午前１０時４０分 

───────────────────────────────────────── 

○開催場所 

第２委員会室 

───────────────────────────────────────── 

○出席委員（９人） 

   委 員 長  川 添 公 貴 

   副委員長  川 畑 善 照 

   委  員  上 野 一 誠 

   委  員  杉 薗 道 朗 

   委  員  井 上 勝 博 

委  員  石野田   浩 

委  員  成 川 幸太郎 

委  員  森 満   晃 

委  員  松 澤   力 

───────────────────────────────────────── 

○欠席委員（１人） 

   委  員  森 永 靖 子 

───────────────────────────────────────── 

○その他の議員

   議  員  瀬 尾 和 敬 

   議  員  新 原 春 二 

   議  員  今塩屋 裕 一 

   議  員  福 元 光 一 

議  員  持 原 秀 行 

議  員  下 園 政 喜 

議  員  落 口 久 光 

───────────────────────────────────────── 

○説明のための出席者

   危 機 管 理 監  中 村   真 

   防 災 安 全 課 長  寺 田 和 一 

   原子力安全対策室長  祁答院 欣 尚 

  ────────────────── 

市 民 福 祉 部 長  上大迫   修 

市 民 健 康 課 長  檜 垣 淳 子 

───────────────────────────────────────── 

○事務局職員

   事 務 局 長  田 上 正 洋 

   議 事 調 査 課 長  砂 岳 隆 一 

課 長 代 理  瀬戸口 健 一 

 

───────────────────────────────────────── 

○審査事件等 

 １ 川内原子力発電所の運転状況について 

 ２ 平成３０年度鹿児島県原子力防災訓練について 

 ３ 原子力防災訓練の現地視察について 

───────────────────────────────────────
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△開  会 

○委員長（川添公貴）それでは、これより川内

原子力発電所対策調査特別委員会を開会いたしま

す。 

 本日の日程は、お手元の配布の審査日程のとお

り進めたいと思いますが、御異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）御異議ありませんので、

そのように進めたいと思います。 

 傍聴の取り扱いについてですが、ただいま２名

より傍聴の願いが出ておりますので、これを許可

します。会議中に傍聴の申請がありましたら、本

職において許可するものといたします。 

────────────── 

△川内原子力発電所の運転状況について 

○委員長（川添公貴）それでは、川内原子力発

電所の運転状況についてを議題とします。当局の

説明を求めます。 

○原子力安全対策室長（祁答院欣尚）それで

は、川内原子力発電所の運転状況について御説明

いたしますので、資料１を御準備ください。 

 まず、１ページの１、運転状況及び発電実績に

ついて、１号機は６月２９日に第２３回定期検査

を終了しております。平成３０年１１月末現在の

発電電力量は４０.４億キロワットアワー、設備利

用率は７７.５％でございます。 

 ２ページをお開きください。２号機につきまし

て９月２８日に第２２回定期検査を終了しており、

１１月末現在の発電電力量は２４.９億キロワット

アワー、設備利用率は４７.７％でございます。 

 ３ページをごらんください。放射性廃棄物の管

理状況について、１１月末現在の１・２号機の合

計で、まず気体・液体廃棄物の放出量について、

表の下から２行目、気体廃棄物は１.１×１０の

９乗ベクレルで、年間放出管理目標値の１.７×

１０の１５乗ベクレルを下回って管理されており

ます。その右側の液体廃棄物につきましては検出

限界値以下でございます。 

 参考までにトリチウムの放出量について、一番

下の表、２.４×１０の１３乗ベクレルで、年間放

出管理基準値１.１×１０の１４乗ベクレルを下回

って管理されております。 

 ４ページをお開きください。固体廃棄物の貯蔵

量ですが、１１月末現在、２００リットルドラム

缶相当で２万５,８５９本貯蔵されており、貯蔵容

量約３万７,０００本に対して貯蔵率６９.９％と

なっております。その下には、参考として、月別

の発生量、焼却減容量、搬出量、貯蔵量を掲載し

ております。 

 ３、使用済燃料の貯蔵の状況は、１１月末現在、

１・２号機の合計貯蔵容量３,２２４体に対し貯蔵

量は２,１３４体で貯蔵率は６６.２％となってお

ります。 

 ４、新燃料の保管状況は、１１月末現在、１・

２号機の合計で１９６体を保管しております。 

 最後にトラブル等情報ですが、法令に基づき国

へ報告を擁する事情等はございませんでした。 

 以上で、川内原子力発電所の運転状況につきま

して説明を終わります。 

○委員長（川添公貴）ただいま説明がございま

したが、これより御質疑願いたいと思います。ど

なたかございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）質疑はないものと認めま

す。 

 次に、委員外議員の御質疑はございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）質疑はないと認めます。 

────────────── 

△平成３０年度鹿児島県原子力防災訓練に 

ついて 

○委員長（川添公貴）次に、平成３０年度鹿児

島県原子力防災訓練についてを議題とします。当

局の説明をお願いします。 

○防災安全課長（寺田和一）それでは、平成

３０年度鹿児島県原子力防災訓練について御説明

させていただきます。 

 説明につきましては、昨年度の訓練と比較いた

しまして、変更、改善点等あった点についてさせ

ていただきます。 

 なお、資料の右下のほうに１とか数字が書いて

ありますが、私のほうから資料の１ページをと言

うときにはこちらのほうのページで説明させてい

ただきますことを御了承ください。 

 それでは、１枚目の下のページでございます。

資料１ページでございますが、訓練の概要につい

て御説明いたします。 

 目的につきましては、昨年度と変更はございま

せん。 

 訓練の日時ですが、来月、２月９日土曜日７時
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から１８時の予定で実施いたします。今年度は、

昨年度の訓練の後の反省や意見検討会の状況を踏

まえまして、本市が提案いたしましたが、災害発

生、初動からの訓練をすべきということでこれを

採用していただきまして、初動体制からスタート

することとしております。 

 主催、それから訓練対象施設につきましては変

更ございません。 

 ページをめくっていただきまして、資料２ペー

ジの訓練想定でございます。 

 これは、訓練の目的と同じく、昨年度と大筋の

変更はございません。想定の中で炉心損傷に至る

号機につきまして、昨年度は２号機としておりま

したが、１号機として今年度は訓練をするという

ところが変更点でございます。 

 次に、資料の下のほう、３ページでございます。

資料３ページにつきましては、訓練の各事態にお

ける避難行動などについて一覧表にまとめており

ます。 

 昨年度と比較して変更になったところとしまし

ては、ＵＰＺ地区の避難行動のところでございま

す。今年度は、隈之城地区、それから永利地区で

実施することとしております。 

 また、全面緊急事態のところで屋内退避のとこ

ろに吹き出しで書いてございますが、家屋倒壊を

想定した近隣避難所での屋内退避訓練を、隈之城、

永利、それから山田、倉野地区で実施することと

しております。 

 資料の４ページ、５ページ、それから次の

６ページにつきましては、訓練の時系列表を掲載

しております。 

 変更点といたしましては、先ほども御説明いた

しましたが、訓練開始時刻が７時となりまして、

地震発生の初動体制から実施することとしており

ます。 

 あけていただきまして、資料の７から次のとこ

ろの資料の１２まででございますが、時系列表に

対応いたしまして、それぞれの訓練を図で示した

ものです。 

 資料の７につきましては、施設敷地緊急事態に

おけるＰＡＺ内の要配慮者避難訓練を表示してお

ります。 

 本年度は、昨年度の訓練に加えまして、吹き出

しでも書いてありますが、水引保育園に御協力い

ただきまして、園児を保護者へ引き渡すことがか

なわず、避難の車両において避難先に避難し、そ

こで引き渡すための避難訓練に御協力いただいて

実施いたします。 

 なお、ここでおわびして訂正を申し上げたいん

ですが、資料の７と数字を書いてあります。その

上にＰＡＺ避難所として、括弧書き、県民交流セ

ンター等としてございますが、ここは訂正が漏れ

ておりまして、県武道館等と訂正方をお願いいた

します。まことに申しわけございませんでした。 

 右のページに移りまして、資料８のページです

が、これは全面緊急事態によりましてＰＡＺ内住

民の避難訓練を実施するものを図にしております。 

 昨年度としましての変更点は、水引地区の避難

先が昨年度は県民交流センターをお借りしての訓

練でございましたが、今年度は県立図書館をお借

りしての避難ということになっております。 

 これは、水引地区が、資料にも書いてあります

とおり、複数の避難先がございまして、毎年度、

どこかの避難所を借りての避難訓練を実施すると

いうところになっております。 

 なお、資料には特に書いてございませんが、滄

浪、寄田、水引、峰山の４地区のうち寄田地区に

つきましては、事前の説明会での協議におきまし

て、地域の皆様方の御意見としまして、最終避難

所までの移動は行わず、途中までの避難行動の手

順を踏んでみたいという訓練にさせていただいて

おります。これは、一昨年度、昨年度と同様でご

ざいました。 

 右ページの下の資料９ページでございます。 

 これは、今年度、新たに作成して追加させてい

ただいております。ＵＰＺ内の住民の方につきま

しては、全面緊急事態となった場合、屋内退避の

行動をとっていただくこととなっておりますので、

これまでもでしたが、訓練においては、訓練当日

にお時間の許す方は「全面緊急事態になりました。

ＰＡＺの方は避難してください。それ以外の方は

屋内退避の行動をとってください」という訓練放

送に合わせて、確実に屋内退避の行動、窓を閉め

るとか手洗いやうがいをするとか、そういった手

順の再確認をとっていただくように御協力してお

りましたので、この資料を追加させていただきま

した。 

 ページをめくっていただきまして、資料

１０ページでございますが、全面緊急事態を受け

たＵＰＺ内一部住民の屋内退避訓練です。 



－4－ 

 先ほども御説明いたしましたとおり、変更点と

しましては、実施地域が隈之城地区、永利地区、

山田地区、倉野地区となっております。 

 資料１１ページは、今度は一時移転指示を受け

たＵＰＺ内の一部住民の避難訓練でございます。

昨年度からの変更点は、一時移転実施地域が隈之

城と永利に変わったこと、それに伴いまして避難

先並びに避難退域時検査場所を変更いたしており

ます。 

 右の１２ページに移りまして、これは、訓練に

合わせまして甑島でも訓練を実施しますので、

シートをつけてあります。 

 甑島住民の一時移転並びに長浜港を仮の本土と

見立てた島外避難訓練を実施いたします。これは、

例年どおりですが、昨年度の訓練におきましては

海上保安部の船舶に御協力いただいた訓練として

おりましたが、今年度は海上自衛隊の船舶の御協

力をいただいた訓練になります。 

 また、ヘリの絵を載せてありますが、航空自衛

隊ヘリを活用した傷病者の搬送訓練も追加してお

ります。 

 資料１３ページにつきましては、緊急時活動レ

ベルＥＡＬと運用上の介入レベルＯＩＬの主なも

のにつきまして載せておりますので、後ほどお目

通しください。 

 ページをめくっていただきまして、資料

１４ページと、また、右側のページの訓練概要の

ポンチ絵でございますが、これは鹿児島県作成の

資料を添付させていただいております。 

 １４ページの訓練種目及び内容について、変更

はございません。 

 右ページのポンチ絵でございますけれども、こ

れは県全体としての取りまとめでございまして、

新たな参加や追加して取り組む訓練が９件、丸で

「新」としてあるところ、これが９件、昨年度ま

での訓練につきまして、参加機関、参加者や実施

場所を拡充した訓練、これが拡大の「拡」という

字に丸をしてありますが、これが８件でございま

す。 

 今、私が説明してまいりましたが、訓練の細部

につきましては現在も鹿児島県並びに関係機関と

調整中でございますので、訓練実施まで若干変更

があるかもしれないことはお含みおきください。 

 それから、全面緊急事態によるＰＡＺの住民の

避難訓練、それからＵＰＺの住民の屋内退避訓練

を実施した後には、おおむね１０時５０分ごろと

記されておりますが、経過時間を短縮させていた

だいてＵＰＺの一部住民の一時移転訓練に移行さ

せていただきますこともあらかじめ御了承くださ

い。 

 以上で、２月９日に実施いたします平成３０年

度原子力防災訓練についての説明を終わります。 

○委員長（川添公貴）ただいま当局より説明が

ありましたが、これより御質疑願いたいと思いま

す。御質疑ございませんか。 

○委員（上野一誠）一応、内容は理解しました。

前年とこれまでを見て感想的なものもあるんです

けど。県の原子力防災訓練でありますので、問題

は訓練に参加される方々の緊張感というか、場所

によってはもっと緊張感があっていいのにという

ことはつくづく感じる場所があるんですよ。どこ

とは言いませんけど。これは九州電力も含めて、

緊張感を持って行われる防災訓練であってほしい

なと。 

 それと、この訓練が、薩摩川内市は、特に地域

住民や市民が等しく訓練に対する認識というか、

そういう認識をどう持つかと。１年に１回、こう

いう流れでやるに当たって、みんながそういう気

持ちを持てるような周知というか、働きかけとか、

そういうものが大事だなと。 

 みんなで、自分たちは、直接、移動とかそうい

うものはしなくても、この日はこれだよというこ

とを感じるような、そういう訓練であるべきだな

というふうに思うんですが、そういう関係の地域

を含めてだけじゃなくて、全体の防災ですから鹿

児島県全体の問題なので。特に薩摩川内市はそう

いう意味では認識を持つべきだと思うんだけど、

それについて住民に対する全体的な周知のあり方

はどう考えてますか。 

○防災安全課長（寺田和一）緊張感が足りない

ところにつきましては、以前においても御指摘い

ただきました。関係機関等とお話をさせていただ

いて、昨年度の反省点、また今年度に向けての打

ち合わせ会の冒頭で、十分、お互い気をつけまし

ょうということは呼びかけさせていただいたとこ

ろでございます。気をつけたいと思います。 

 それから、市民が等しく共有してということで

ございましたけれども、我々は、これまで、平成

２５年度の訓練から今年度まで、訓練で、直接、

避難行動をとっていただく地域も、またそれでな
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い地域の方々にも足を運ばせていただいて、まず

地区コミュニティ協議会長様方に相談してお時間

をいただいて、全地域を回らせていただきました。 

 その中で、委員がおっしゃるとおり、２月９日、

薩摩川内市内、鹿児島県、ほぼ全域を含んだ訓練

でございますので、大体、全面緊急事態となれば、

一番、皆さんにかかわりのあるところですから、

この放送があったときは屋内退避の行動が確実に

とれるかどうかという手順の再確認ですとか、そ

ういったものに御協力いただきたいということで

働きかけをいたしていますし、原子力広報の「薩

摩川内」の最終ページにも２月９日に訓練を実施

いたしますということで触れさせていただきまし

た。 

 それから、さらに鹿児島県にお願いしてありま

して、毎年、実施しておりますが、ことしでいけ

ば２月９日の訓練のほぼ１週間前、２月３日の朝

刊の折込には、Ｂ４サイズのカラー版の両面刷り

で、鹿児島県また関係自治体において訓練をしま

すので御理解くださいというお知らせもしていた

だくようにしています。 

 地域の方々には、お願いしたいということ、ま

た個別具体的にいえば大型商業施設ですとかそう

いったところにも呼びかけをさせていただいて、

市民の皆さんが理解を深めていただくような体制

はとっておりますが、引き続き今後もそのような

努力はしてまいりたいと思います。 

○委員（上野一誠）わかりました。防災の避難

計画をつくるときに、実効性のある避難計画でな

きゃ意味がないというところは現場の市民の認識

度ということをかねがね言われているので、今、

課長が言ったような方向でしっかりさらに努力し

ていただいて、いい訓練になるようにぜひ尽力い

ただきたい。 

○委員（井上勝博）１０ページ、１１ページで

すけども、ＵＰＺ内の一部住民は屋内退避をして

から２０マイクロシーベルトを超えた地区につい

ては避難を開始するということになっているんで

すが、屋内退避という場合にどれだけの時間を想

定しているのかということが問題になってくると

思うんです。 

 ちょっと屋内退避してすぐ避難するんだったら

そんなに問題は起きないと思うんですけど、長時

間というか、例えば２日３日とか、屋内退避して

から２０マイクロシーベルトになったから避難し

てくれとか、そんな話になったときにそういうこ

とが想定されるのか。 

 それから、屋内退避所に避難した場合に、例え

ば目張りとかファンをとめるとか、やるべきこと

というのは幾つか、可能な限り被曝しないという

ことがあると思うんですけど、そういうのはちゃ

んとマニュアル化されているのか。そこら辺はど

うなんでしょうか。 

○防災安全課長（寺田和一）今、屋内退避所と

いうふうにおっしゃいましたが、基本的には各家

庭、また外出であれば近くの建物の中に入って身

を守る行動をとっていただくということを私ども

はお知らせして御理解を深めていただくようにし

ております。 

 ですので、屋内退避所ということではありませ

んで、御自宅にいらっしゃる場合は御自宅で、ま

た外出であれば外出先ですとか、またそういうお

知らせを受けたときには急いで御自宅等に帰って

いただいて屋内退避をとっていただくというのを

周知しております。 

 あと、目張りですとか換気扇をとめるというこ

とをおっしゃいましたが、換気扇をとめなければ

ならない、それから今は高気密化住宅に対応して

外気導入型のエアコンも存在するということの情

報を出しながら、外気導入型のエアコンの場合で

あれば外気導入を内気導入に切りかえるとか、切

りかえがならないようであれば、申し訳ないが、

そこはとめていただくということをしてください

という理解は深めるようにしております。 

 あと、目張りというお言葉を使われましたけれ

ども、私どものほうは、確かにそこまではいいか

もしれませんけれども、必要最低限としましては、

窓とか、あいている部分はしっかりと閉めていた

だくと。 

 そして、窓際ではなくて建物の真ん中にいてい

ただくことで放射性物質から受ける影響が少なく

なりますので、そのような行動をとってください

と添えておりますので、訓練におきましても、そ

のような行動がしっかりとれるか、再確認、検証

してくださいというふうにお願いしております。 

○委員（井上勝博）そういうことが、口頭では

なくて、例えばパンフレットとか何かそういう注

意書きというか、そういうものは準備されている

んですか。 

○防災安全課長（寺田和一）平成２５年３月、



－6－ 

薩摩川内市地域防災計画を改定した後に避難経路

をお示しし、また万が一の災害時にはどういう行

動をとってくださいというリーフレットをその時

点でお配りさせていただいております。 

 また、訓練の前において、各地域に出向いて行

って、説明させていただくときには、我々は今

「こんな時どうする」という行動をどのようにす

るかといったものをまとめたＤＶＤ、それから資

料編のＤＶＤというのを取りまとめておりますが、

それをごらんいただくためにも、お手元に映像と

ほぼ等しい状態の資料もお配りしながら理解を深

めていただくような努力はしております。 

○委員（井上勝博）以前はそういうのを配って

いるけれども、実際、こういう事故というのはい

つ起こるかわからない。読んでいる人もいるし、

読んでいない人もいらっしゃるかもしれない。避

難するときに改めてそこで徹底するということも

必要になってくるのではないかなと思うんです。

その辺のことについては検討する必要があるんじ

ゃないか。 

 京都府の篠山市だったと思うんですけども、漫

画風のパンフレットを準備してあって、万が一の

事故の場合、どうすればいいのか、一人一人がど

ういう行動をとればいいのか、そういうパンフレ

ットみたいなのがあって、いいなと思ったんです

けども、そういうものはリーフレットでやってい

るんだということになるんでしょうか。 

○防災安全課長（寺田和一）言葉が足りず、申

しわけございませんでした。 

 訓練説明会のときに活用しますＤＶＤというの

は平成２８年度につくりまして、各地区コミュニ

ティ協議会でありますとか、たしか、記憶ですけ

れども、議員の皆様にもお届けした記憶があると

思うんですが、学校にもお配りさせていただきま

した。 

 ですので、折に触れてそのような学習ができる

環境はつくらせていただいておりますし、毎年、

自治会運営説明会のときに私どもが出向いてまい

りまして「『自然災害を含めた原子力防災、そう

いったものについての説明をしに来なさい。学習

したいので、あなたたちが出てきて説明をしなさ

い』ということがあれば喜んで出てまいります。

ですので、どうぞ我々を御活用ください」という

ことでお願いし、お声がけがあれば、事実、今年

度もいろんな場所に行って御説明しておりますの

で、そのようなことはさせていただいております。 

○委員（森満 晃）当日の訓練の中で学校の訓

練等もあると思います。２月９日ということで、

第２土曜日です。それでＰＡＺとＵＰＺの学校で

やると思うんです。その辺の訓練の内容だとか、

あるいは７時から始まって、うちの近くになると

７時半過ぎにうちのほうからスクールバスで今通

っているんで、訓練を開始した後に子どもたちが

バスで乗って行くという、全体的な訓練の流れと

は逆行する形で学校に行ってからいろいろな状況

があるのかなと思うんですが、その辺の状況。 

 あと一つ、今の学校の先生方の原子力防災に対

する意識というか、そういったところもわかった

ら教えてください。 

○防災安全課長（寺田和一）実は、２月９日は

第２土曜日で、県内ほぼ全域ですけれども、土曜

授業の日でございます。これにつきましては、か

ねがねから鹿児島県にはお願いしているところで

すが、訓練日程をどうやっても、ことしでいえば

２月９日にするというのは知事が９月議会の冒頭

で発表されたとおりです。 

 どこの学校も、次年度のカリキュラムをほぼ今

のころに決めておる状態です。ですので、今年度

の訓練におきましては、特に、学校で一部の地域

につきましては平常授業でしたので、原子力防災

のそういった避難行動をとる訓練をやってみよう

かというところもあります。ですが、そうでない

学校も実際あります。 

 ですので、我々としまして、教育委員会を通じ

て先生方にお願いしたのは、２月９日は皆さんに

とって非常に大事な訓練をする日であるという理

解を深めていただくこと、それから実際に屋内退

避の行動を実施する学校につきましては、事前に

全面緊急事態ですという話が放送であったときに

は建物の外で活動していれば建物の中に入るとか

そういった行動に御協力くださいということでお

願いしております。 

 具体的に行動をとるのは、先ほども申し上げま

した水引保育園の園児を引き渡しがかなわなかっ

たということで避難先まで避難するというのが本

年度の訓練ではございます。 

 それから、漏れましたけれども、高江保育園に

つきましては、実際、保育活動中であるので、そ

のうちの先生方がお２人、万が一、引き渡しがか

なわなかったら自分たちはどこまでどの経路を通
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って避難するんだというのを確認するために地域

の方と一緒に避難行動をとるという訓練を実施し

ていただくということにしております。 

 鹿児島県においては、訓練の日程を早目に決め

る、もしくは、訓練の日程が来年もあるんだが、

このようなことが来たら協力して、非常に大事な

訓練だから参加協力をするようにということを、

県教委を通じて各学校現場にもお願いするように

は、毎年度、行ってはいるところです。 

 今回はそのような状況ですので、今は、峰山小、

それから川内中央中につきまして、特に避難行動

をとるという訓練の実施はいたしておりませんけ

れども、意識づけ、そういったものについてはし

っかりとするようにはしております。 

○委員長（川添公貴）ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

○議員（新原春二）ＵＰＺの避難の関係ですが、

ＰＡＺの関係については、毎回、訓練されて、大

体、定着していると思うんですけど、ＵＰＺの関

係は、それぞれ指定されて、各地区に分配されて

訓練されていると思うんです。今回、４地区が避

難の想定になっていまして、市外に避難するのは

隈之城と永利地区というふうになっているようで

すけども、ここら辺の規模、どの地区が何名ぐら

い避難を想定されるのか。そういったプロセスや

連絡体制というのはどういうふうになっているの

か。そこら辺をお知らせください。 

 全体的には、各地区をずっと回っていますので、

それは大変いいことだと思いますけども、今回、

隈之城と永利地区がなって、小学校は学校という

ことで、避難体制はどうなっていくのか。そこら

辺、詳しく教えてください。 

○防災安全課長（寺田和一）ＵＰＺの一時移転

を実施する区域につきましては、まずもって鹿児

島県と訓練に対する協議を始めるときに今年度は

県全体としてどのような考えでいくのかというの

に準じてやります。 

 ただし、薩摩川内市の場合、今、新原議員がお

っしゃったとおり、ＰＡＺの４地区については避

難ということです。それ以外につきましては線量

率が上がった場合のみの一時移転や避難になりま

すので、非常に実施する地域が限られてくると。 

 ですので、薩摩川内市としては、地域を具体的

にいえば、川内川を挟んで川北地域と川南地域で

交互に実施して、満遍なく全地域がそのような一

時移転の避難訓練をやりたいというのを申し出ま

して、それを了としていただいて地域を決めまし

た。 

 昨年度は湯田と西方でございましたので、今年

度は隈之城と永利地区と、それから、東郷、山田、

倉野につきましては、御自宅での避難がかなわな

い地域として近くの避難所での屋内退避行動をと

りたいということを申し出まして了解をいただい

ています。 

 市としましては、きちんと全地域が早いうちに、

避難行動、そういった屋内退避の実行動がとれる

ようなのを鹿児島県には事前に相談して、スケジ

ュールを決めて今後もやっていきたいということ

で了解をいただいています。 

 それで地区に入っていきまして、今年度は隈之

城と永利に御相談したいということで了解を得て、

先日、説明も終わりましたが、避難の人数としま

しては、土曜日に勤務という方もありますので、

なるべく地区の役員ということにならないように、

参加いただける人で訓練に協力して実際に行動を

とりたいという人がいれば手を挙げていただいて、

それを集計してこちらにお返事をいただくという

ことになっております。おおむね２０人から

４０人程度は訓練に御参加いただけるというふう

に概数では聞いております。 

○委員長（川添公貴）もう一点、連絡体制につ

いての質問がありましたが。 

○防災安全課長（寺田和一）ちょっと勘違いし

ているかもしれませんが、地域の皆様への訓練当

日の連絡体制といたしましては、まず基本は防災

行政無線、戸別受信機並びに屋外拡声機による広

報です。 

 それに合わせまして、市の広報車でありますと

か消防団の活動による周知、そしてまた、訓練説

明会でもお願いいたしましたけれども、自分が聞

いたんだけども隣近所は確実に理解していらっし

ゃるかというお声かけを住民の方もしていただく

ようなことを情報伝達としてはお願いしたいとい

うことで計画して相談しておるところです。 

○議員（新原春二）わかりました。それぞれ各

地域を越えて、現状的には、大体、全市的な各地

域の中でどのくらいの参加が終わったのか。隈之

城と永利で終わりなのか。全体的には総体的にど
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のくらい避難訓練に参加されてきたのかというの

がまず一点。 

 今回、鹿児島市の松元のほうでチェックがされ

るというふうになっていますけども、これは県が

指定して、その都度、変わるということで理解し

てよろしいんでしょうか。 

○防災安全課長（寺田和一）ＵＰＺに限ります

と、避難行動を実際にとっていただいたのは、地

域防災計画が変わった後、平成２５年ですので、

平成２５年が国全体の訓練でございました。平成

２７年、平成２８年、平成２９年…… 

○委員長（川添公貴）すいません、答弁中。質

問に明確に簡潔に答弁して。予定としては何人が

避難するのか。そういう質問でしたので、過去は

いいですから、きちっと。 

○防災安全課長（寺田和一）過去を入れてとい

うふうに思ったものですから。 

○委員長（川添公貴）そうじゃなかったですよ。 

○防災安全課長（寺田和一）すいませんでした。 

 今年度は、各ＰＡＺは、ほぼ平均２０から

３０人ぐらいに御参加いただくというふうに聞い

ております。隈之城地区は、先ほども言いました

２０から４０ということで、まさしく、あすを締

め切りにしておりますので、きっちりとした数字

は聞いておりませんが、説明に行ったときには概

数で４０人ぐらいは行こうかねということで地域

の方からは聞いております。 

 それから、避難退域時検査場所につきましては、

お配りしました原子力防災のしおりというのを鹿

児島県で作成しておりまして、そこの中に避難退

域時検査場所の候補地ということでお示しがあり

ます。ですので、確かに訓練はその時々で変わる

かもしれませんけど、候補地としては、今、県内

で２１カ所、お示しがあるようです。 

［「ＵＰＺ」と呼ぶ者あり］ 

○防災安全課長（寺田和一）ＵＰＺは、先ほど

ちょっと言いかけたんですけど、平成２５年度か

らの訓練ですので、まだまだＵＰＺの全地域は半

分よりちょっと少ないのかなというふうに思って

おります。 

○委員長（川添公貴）ほかに御質疑ありません

か。 

○議員（福元光一）１２ページに書いてありま

すように、甑住民の輸送訓練ですが、これに議員

派遣を考えておられないのか。また、計画がなか

ったら、ぜひ議員派遣を希望者だけでも考えてい

ただけないでしょうか。 

 というのは、甑地域でどういう訓練がされてい

るのか、議会として把握しなければならない責務

があると思いますので、本土だけじゃなくて、そ

このところをどうか考えていただけないか。 

○委員長（川添公貴）福元議員に申し上げます。

議員派遣については議長権限ですので、私のほう

では、委員長に対する御提案ということで受けと

めさせていただきたいと思います。 

 ほかにございませんか。質疑は尽きたと認めま

す。 

 以上で、平成３０年度鹿児島県原子力防災訓練

についてを終了します。 

────────────── 

△原子力防災訓練の現地視察について 

○委員長（川添公貴）次に、原子力防災訓練の

現地視察についてを議題といたします。 

 ただいま説明を受けましたが、平成３０年度原

子力防災訓練について例年どおり現地視察を実施

したいと考えてございます。 

ついては、原子力防災訓練の視察の行程表をお

配りしたいと思います。これより書記に配らせま

すので、しばらくお待ちください。 

［資料配付］ 

○委員長（川添公貴）皆さん、配付漏れはあり

ませんか。これより書記に説明させます。よろし

くお願いします。 

○事務局書記（瀬戸口健一）それでは、私のほ

うから説明をさせていただきます。 

 ただいまお手元に配付しました資料３に基づき、

現地視察の行程について説明いたします。 

 まず、２月９日土曜日、朝８時に市役所を出発

し、８時２０分から川内原子力発電所において施

設緊急事態における訓練等の視察を、そして９時

３０分から県原子力防災センター（オフサイトセ

ンター）と市総合防災センターにおいて全面緊急

事態における訓練等の視察を、そして１０時

３０分から倉野地区コミュニティセンターにおい

てＵＰＺ住民屋内退避訓練等の視察を計画しては

と考えております。 

 なお、倉野地区コミュニティセンターでは住民

を対象に原子力防災に関する研修会も開催される

ようでありますので、その状況も見学してはと考

えているところでございます。 
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 その後、１１時４０分ごろ、市総合防災セン

ターに戻り、市災害対策本部の状況等を視察して

正午過ぎに解散することで計画しております。 

 なお、時間等については、さらに調整を図るこ

ととしております。 

○委員長（川添公貴）ただいま説明がございま

したが、御意見はございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）ありがとうございます。 

 この行程は、基本的に原災法第１０条と第

１５条を中心とした視察を、今回はやっていきた

いということで予定してございます。 

 書記が申しましたように若干の時間のずれは御

了解いただきたいと思います。 

 それでは、原子力防災訓練の現地視察を実施す

ることとし、行程については先ほど書記のほうか

ら説明がありましたが、その内容に基づいて委員

派遣の手続については委員長に御一任いただくこ

とでよろしいでしょうか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）ついては、そのように取

り扱うことで御異議ないと認めます。御異議あり

ませんので、現地視察については、後日、改めて

文書でお知らせしたいと思います。 

────────────── 

△委員長報告の取り扱い 

○委員長（川添公貴）以上で、日程の全てを終

了しました。 

 ここで、委員長報告の取り扱いについてお諮り

いたします。 

 本委員会で調査した事項及び原子力防災訓練の

視察等については、３月定例会で報告したいと思

いますが、内容については委員長に御一任いただ

くことでよろしいでしょうか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）御異議ありませんので、

そのように取り計らいたいと思います。 

────────────── 

△閉  会 

○委員長（川添公貴）以上で、本日の委員会を

終了したいと思います、が御異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（川添公貴）御異議ありませんので、

川内原子力対策調査特別委員会を閉会いたします。 
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